
第一回ユニパストーク

2026年2月23日（木）21時～

NPO法人親の育ちサポートかがわ



今日、お話しすること

１．ごあいさつ

２．ユニパスバンクの概要

３．アンケート調査の結果発表

４．ユニパスバンクのこれから

５．前回の感想と私たちが考えること

６．コメント

高松市教育支援センター熊田さま

香川大学医学部西山先生

は
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・子育てについて親が学び、

よい家庭環境を築く事業

2017年発足

(1) 情報発信：HP、リーフレット、
ポスター、カレンダー、冊子

(2) 対面の学び：トリプルP
前向き子育てプログラム

(3) オンラインの学び：
ハグはぐワークショップ

・生きづらさを抱えるユニパスさん

と親を支えるユニパスバンク事業

(4) 居場所：親の会

(5) 支援構築とアプリ開発：
ユニパスさんに「つながり･情報･
体験」を届けるユニパスバンク
（アプリ開発）プロジェクト





ロゴの意味：UB
１．先輩ユニパスと後輩ユニパスとのつながり

２．先輩ユニパスが大きな耳で話を聴き、対話
を通して、後輩ユニパスに気づきや発見が
生まれ、笑顔になる

３．かたつむりのように遅々たる歩みかもしれ
ないけど、少しずつ前にすすんでいる

４．緑は成長、再生、新しいはじまり、オレン
ジはエネルギーや温かみを意味する

ユニパスさんをまるごと前向きに
とらえるイメージのロゴです！
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第１回
ユニパストーク

2026.4.23
オンライン開催
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はじめに

事実の把握

私たちの活動対象

目指すビジョンと実現に向けたアプローチ

具体的な支援の仕組み

具体的な施策

まとめ・むすび
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１．はじめに
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１－１．事実認識

５２７人

不登校者数（小中学生３５万人、高校生７万人）

ヤングケアラー（小学６年生７万人、中学生１８万人、高校生１２万人、大学生１８万人）

約５２万人 特別支援学級在籍者数

約１５万人 特別支援学校在籍者数

約４万人 社会的養護者数（児童養護施設、児童自立支援施設、里親委託児童など）

約１３５万世帯 ひとり親世帯（母子家庭１２０万世帯、父子世帯１５万世帯）

自殺者数（小学生１５、中学生１６３、高校生３４９）

※文科省「特別支援学校・特別支援学級調査 第一部データ編」R5年
※厚生労働省「全国ひとり親世帯等調査の結果」R4年
※こども家庭庁「社会的養育の推進に向けて」R5年

約４２万人

約５５万人

✓ 近年、日本では子どもや若者の“生きづらさ”が深刻化しています。
✓ 生きづらさの原因やそれによる事象は多様化し、その数も増加の一途をたどっています。
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１－２．よし！アプリを作って支援しよう！・・・・・・

生きづらさを抱える子どもたち
過去に生きづらさがありながらも
社会で頑張っている人たち

つなげるアプリを作ろう！

身近にどのくらいいるの？

どんな生きづらさがあるの？

子どもたちはどんな支援が欲しいの？

各団体はどんな活動をしているの？
自分たちNPO法人単独でできるの？

子どもたちの状況だけでなく
社会の変化も整理した方が良い？

何を目指して、そのために何をするの？

すぐには作れない！
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１－３．考えなければならないこと

パートナー

体制づくり

手段

支援方法
の具体化

ビジョン策定

目指すもの

費用の
概算見積り

コスト

アプローチ

やること

ユニパスの
定義と地域

対象

アンケートと
社会整理

事実把握

✓ 約１年半かけ、以下の内容を議論、整理してきました。
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１－３．考えなければならないこと

パートナー

体制づくり

手段

支援方法
の具体化

ビジョン策定

目指すもの

費用の
概算見積り

コスト

アプローチ

やること

ユニパスの
定義と地域

対象

アンケートと
社会状況整理

事実把握

高橋さんの
発表で説明

鈴木さんの
発表で説明

✓ 今日はコスト以外の６つについてお話します。
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２．事実の把握 「いま社会で起こっていること」
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２－１．事実の把握① 「日本の生きづらさの実態」

５２７人

不登校者数（小中学生３５万人、高校生７万人）

ヤングケアラー（小学６年生７万人、中学生１８万人、高校生１２万人、大学生１８万人）

約５２万人 特別支援学級在籍者数

約１５万人 特別支援学校在籍者数

約４万人 社会的養護者数（児童養護施設、児童自立支援施設、里親委託児童など）

約１３５万世帯 ひとり親世帯（母子家庭１２０万世帯、父子世帯１５万世帯）

自殺者数（小学生１５、中学生１６３、高校生３４９）

過去最多

過去最多

過去最多

過去最多

過去最多

※文科省「特別支援学校・特別支援学級調査 第一部データ編」R5年
※厚生労働省「全国ひとり親世帯等調査の結果」R4年
※こども家庭庁「社会的養育の推進に向けて」R5年

約４２万人

約５５万人

✓ 近年、日本では子どもや若者の“生きづらさ”が深刻化しています。
✓ 生きづらさの原因やそれによる事象は多様化し、その数も増加の一途をたどっています。
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２－２．事実の把握② 「高松市の子どもたちへのアンケート」

香川県内の中学校、高等学校合わせて6校、1,727名にアンケートを実施。

この後の鈴木さんと高橋さんの発表で、集計結果と考察を説明します！
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２－３．事実の把握③ 「社会の変化」

✓ 一方、子ども本人ではなく社会に目を向けるとここ数年で大きく変化。
✓ 今後の子どもの課題の解決に密接に関係していると思われます。

人口構造の変化
少子高齢化により今後の労働人口は減少の一
途をたどり、令和22年には1,100万人もの労
働人口不足になると計算されている。

AIの急速な進化と普及
様々な場面にAIが存在し、生産性や品質、安全
性への貢献は元より、エンターテインメントやコ
ミュニケーションといった体験まで変化

社会の価値観の変化
多くの人が同じことを一定の生産性で実施する
“効率重視”の価値観は残りつつも、“多様性”
や“包摂性”が生まれ始めている。

✓ 「人と同じことを生産性や品質高くこなす人材」から、
「人とは違う価値を生み出す人材」にシフト

✓ 同じことを生産性や品質高くこなす仕事はAIに移行

＜これまでの価値＞効率化、平準化、標準化、など

＜これからの価値＞多様性、包摂性、ユニークなど

※この社会の変化を捉えた上で、生きづらさを
抱える子どもたちへの対応を考えることが
重要ではないか

ＰＯＩＮＴ
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３．私たちの活動の対象
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３－１．言葉の定義 「ユニパスとは？」

✓ 生きづらさを抱えながら、ユニークな道を歩む子どもたちのことを、私たちは「ユニパスさん」と呼んでいます。

何らかの“生きづらさ”を感じているこどもたち

②生きづらさを感じているか分からない

①生きづらさを感じる

✓ 生きづらさ（①②のいずれかに該当）

“生きづらさ”に起因するユニークな経験をしているこどもたち

✓ 依存症

✓ 引きこもり

✓ 不登校

✓ 自傷行為など

“生きづらさ”を引き起こす何らかの背景を持っているこどもたち

✓ 学校環境

✓ 家庭環境

【外的要因】

✓ 社会接点など

✓ 病気など

✓ 発達障がい

【内的要因】

原因 認識 事象

ユニパス

隠れユニパス

ユニパス予備軍

ユニパスの
３モデル

右のいずれかに
該当する子どもたち

✓ 生きづらさと抑うつは有意に関連あり

ＰＯＩＮＴ

ＰＯＩＮＴ

ＰＯＩＮＴ
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３－２．活動範囲 「香川から全国へ」

香川県 日本全国

✓ 香川県から取組みを開始し、将来的には全国のユニパスさんを支援します。
✓ そのために、必要なつながりも全国に求めます。 ＰＯＩＮＴ

プロジェクトメンバーの繋がりなども
活かしながら、全国の団体や企業、
そしてユニパスさんとの繋がりを構築し、
取組みや支援の輪を拡大していきます。
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４．目指すビジョンと実現に向けたアプローチ
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４－１．ビジョンとアプローチ

✓ 不登校や依存症など、生きづらさを抱える子どもたちが家庭や学校、社会で孤立せず、安心して自らの
道を歩んでいける世の中を創りたい。そのために、私たちは3つの仮説に基づき活動している。
①生きづらさの背景には、社会や人との関係が存在
②不登校などの課題（事象）は、“生きづらい”という認識から発生
③生きづらさは、大人になっても発生する可能性がある

生きづらさを抱える子どもたちが孤立せず、
安心して自らの道を歩んでいける世の中を創る

子どもたちが社会に出た
後に発生する可能性のある
問題にもアプローチ

子どもたちと社会や人
との関係を整理、構築する
ことにアプローチ

子どもたちの
認識を変えることに
アプローチ

ＰＯＩＮＴ

ビジョン実現に向けた
3つのアプローチ

ＰＯＩＮＴ
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４－２－１．取組むこと 「認識の改善」

✓ ユニパスさんの“生きづらい”という認識に向き合い、その改善に取組みます。
✓ 自己認識は周りの人との接点から変化します。それをポジティブなものにするには、一緒にいたい人、ここに
いたい場所を作ることが重要です。

カモを探す

「やってみたいカモ」

「できるカモ」

「これいいカモ」

やってみる 誰かとつながる

認識が変わる！

「楽しいカモ」

「一緒にいたいカモ」

「ここにいたいカモ」

ＰＯＩＮＴ ＰＯＩＮＴＰＯＩＮＴ
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４－２－１．認識改善に向けた事例紹介 「科学へジャンプ」

✓ “科学へジャンプ”とは、五感を使う感動体験を通して、視覚に障害がある子供たちが科学にチャレンジ
する機会で、2008年から毎年全国各地で開催されているもの。

■実施したワークショップの事例
・耳で感じるメタバース空間
・見えなくても「絵を描こう」
・漢字に「触ろう」
・物質の変化（発泡スチロールとリモネン）
・JAXA見学

■当事者の子どもに加えて親も参加し、運営も
交えた意見・情報交換会を実施

■全国版は２泊３日でより多くのことを経験する
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４－３－１．取組むこと 「社会や人との関係構築」

✓ ユニパスさんに関わってくれる社会や人との関係を整理、構築することに取組みます。
✓ 特に企業との連携が重要になってきます。

先輩ユニパス

居場所

学校医療

親

支援
団体

行政

民間
企業

ＰＯＩＮＴ
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４－３－２．企業と取組むこと 「ユニパス当事者への価値」

✓ 目の前の学校や家庭で悩むユニパスさんにとって、その認識の改善に企業が協力していただけると大きな力になる。
✓ 下図は就労のプロセスを4つのフェーズに分けたものだが、フェーズ1と2に企業の参画を促していく。

学ぶ 働く 活躍する興味を持つ

フェーズ １ フェーズ 2 フェーズ 3 フェーズ 4

親や学校の範囲 企業の範囲

このフェーズは将来社会に出て働き、活躍するため
に存在するが、ユニパスさんは十分に情報取得や
体験ができていない。

その原因が家庭や学校に存在するならば、しがらみ
のない企業の方々とのつながることによってより向
き合いやすくなるのではないか。
そして、学校や親の意見、友達との関係や比較など
に囚われず、純粋に興味のあることが見つけられれ
ば、私たちが取組みたい“認識の改善”につながる。

企業の参画

※フェーズ1と2に企業が参画することは、企業
側にも価値が存在する。

少子化により社員（労働力）の確保が困難に
なる中、子どもたちとの接点を増やすことが
質と量の両方で労働力の確保に繋がる。
量）人数
質）フェーズ1から子どものスキルアップの
情報や特性を把握することができるた
め、より確実な採用に繋がる。

ＰＯＩＮＴ



19

４－３－３．企業と取組むこと 「企業にとっての価値」

✓ ユニパスバンクへの参画は「社会貢献」だけでなく、企業の人材・組織・価値創出にもつながります。

社会向け 自社向け

“社会”に自社を
好きになってもらう

“社員” に自社
を好きになってもらう

エンゲージメントの向上プレゼンスの向上

社会への貢献
ユニパスさんに職場体験などを提供していた
だくことが、社会参加の後押しになります

新たなビジネスチャンスの獲得
ユニパスさんに必要な仕組みづくりを通して、
新しい事業や市場を獲得することができます

自社の課題解決
社員の生きづらさに向合うことにより、
職場改善や離職予防につながります

新しい価値の創造
社内のユニパス視点の活用が、より新しく、
ユニバーサルな商品開発につながります

企業

ＰＯＩＮＴ

ＰＯＩＮＴ
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４－３－４．企業と取組むこと 「エッグシステムの参画」

✓ 2025年7月より、株式会社エッグシステム（本社：東京、代表取締役：高橋翼）がユニパスバンクに
正式に協力を開始。

✓ 企画主体のNPO法人親の育ちサポートかがわに、価値をもたらすとともに、同社にも新しいステーク
ホルダーのつながりや事業の可能性などの価値が生まれている。

プロジェクト推進

目的・目標設計

成果の出る会議

AIなど最新技術

企業との繋がり

レクチャー
資料作成計画策定

アイデア提供

イベントへの協賛
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４－３－４．企業と取組むこと 「エッグシステムの参画」

静岡商業高校特別授業に登壇 静岡市の社会課題解決コンペに応募

✓ 審査は通過できなかったものの、以下の取組みを企画、提案。
「やりたいこと」を実現する障がい者の就労支援事業について

※観音寺の毛利さんと
タッグを組んで企画
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４－３－５．企業と取組むこと 「支援団体への価値」

✓ 子どもたちの支援に取組むNPO法人と一般企業との協業は、取組みの推進や進化に新しい可能性を
もたらします。

事業への新技術の活用
生成AIやメタバース、生体センシングなど、
新しい技術の活用により事業内容を進化

事業へのファンドの確保
企業ニーズを収集、把握し、相互の事業と整
合させることによりファンドを引き出す

事業適用範囲の拡大
企業の経営資源やプロジェクトと結合するこ
とにより、対象者や場所などの範囲を拡大

事業継続性の向上
より明確なターゲットとエフェクト、それを実現
するプロセスとプランの精度を向上させる

ＰＯＩＮＴ
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学校の問題家庭の問題 職場の問題就職の問題

家庭内暴力

ヤングケアラー

いじめ

学習障がい

就職できない

休職や退職

ハラスメント

昇格できない

４－４．取組むこと 「将来への準備」

✓ 子どもたちが今感じている生きづらさを支援しながら、将来の問題、特に“働く”という「社会に出る上で
必要となるコンテンツ」についても活動の対象にしています。

ＰＯＩＮＴ

社会人になって起こる問題を
少しでも予め対処しておく

ＰＯＩＮＴ
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５．具体的な支援の仕組み
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５－１．具体的な施策 「ユニパス支援ABC」

✓ 「認識の改善」、「つながりの構築」、「将来への準備」に取組むためには、具体的な支援の仕組みが
必要です。

✓ 私たちはそれを“ユニパスのABC”と呼称し、以下の3つの施策を実施します。

ＵＰＢ
Uni-Path

Buddy

バディ

“AI”による
支援の方向

ＵＰＡ
Uni-Path

Application

アプリケーション

“IT”による
支援の方向

ＵＰＣ
Uni-Path

Consortium

コンソーシアム

“人”による
支援の方向

ＰＯＩＮＴ
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５－２．検討中の企画

✓ “ユニパスのABC”を核としながら、様々な企画や構想を検討中です。

ユニパストーク ユニパスインフォメーション

ユニパスワーク ユニパススタディ

ユニパススコア ユニパスキャンプ

ＵＰＢ
Uni-Path

Buddy

ＵＰＡ
Uni-Path

Application

ＵＰＣ
Uni-Path

Consortium
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６．むすび
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６ー１．むすび 「まとめ７点」

① 生きづらさを抱えながら、ユニークな道を歩む子どもたちのことを「ユニパスさん」と呼ぶ

② ユニパスさんは不登校などの事象だけでなく、認識、原因のいずれかを保有する子どもが対象

ユニパスとは

目指すものと取組むこと

③ ユニパスさんが孤立せず、安心して自らの道を歩んでいける世の中を創ることがミッション

④ そのために、「認識の改善」、「社会や人との関係構築」、「将来の課題への対処」に取組む

活動のポイント

⑤ 右目で子どもを見て、左目で社会の変化を捉える思考が重要

⑥ 企業を巻き込むことが重要（企業のノウハウ、人材、ツール、サービス、資金など）

⑦ 人による支援だけでなく、ITやAIを積極的に活用する
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６－２．むすび 「私たちがつないでいくものとは」

ユニパスさんと「情報」をつなぐ

ユニパスさんと「デジタル」をつなぐ（AIやメタバースなど）

ユニパスさんと「ワクワク」をつなぐ

ユニパスさんと「人や団体」をつなぐ

ユニパスさんと「体験」をつなぐ

生きづらさを抱える子どもたちが孤立せず、
安心して自らの道を歩んでいける世の中を創る

ユニパスさんと未来をつなぐプロジェクト

是非本日ご参加いただいたみなさまと、つながりが持てることを期待しています！



NPO法人親の育ちサポートかがわ

鈴木裕美

生きづらさを抱える子どもの実態調査

第一回ユニパストーク 2026.4.23
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アンケートの目的

ユニパスさんの原因（背景）、生きづらさ（認識）、事象が
どのくらいあるのかを知ること、私たちができることを探ること
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アンケートの対象

生きづらさを抱える子どもの実態調査

性別

男性 ７１０名

女性 ９９５名

その他 ２２名

１年 ２年 ３年 総計

中学校 215 228 15 458

高等学校 432 434 403 1,269

公立高等学校 407 413 381 1,201

通信制高等学校 25 21 22 68

全体 647 662 418 1,727

期間：2025年7～10月
方法：Googleフォームを用いて、学校のHRの時間に全員参加

対象：香川県内の中学2校、公立高校２校、通信制高校２校
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アンケートの内容

「生きづらさ」について見てみました
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１割
生きづらい ３割

わからない

アンケートの内容
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131 (66.2%)

166 (15.6%)

238 (50.9%)

535 (31.0%)

67 (33.8%)

895 (84.4%)

230 (49.1%)

1,192 (69.0%)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

感じる
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「生きづらさ」と抑うつ

抑うつ それ以外

生きづらさ
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「生きづらさ」を感じる人は、感じない人の4倍以上うつ状態

131 (66.2%)

166 (15.6%)

238 (50.9%)

535 (31.0%)

67 (33.8%)

895 (84.4%)

230 (49.1%)

1,192 (69.0%)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

感じる

感じない

わからない

全体

「生きづらさ」と抑うつ

抑うつ それ以外

４倍以上

生きづらさ
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「生きづらさ」を感じるかわからない人は、感じない人の3倍以上うつ状態

131 (66.2%)

166 (15.6%)

238 (50.9%)

535 (31.0%)

67 (33.8%)

895 (84.4%)

230 (49.1%)

1,192 (69.0%)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

感じる

感じない

わからない

全体

「生きづらさ」と抑うつ

抑うつ それ以外

生きづらさ

3倍以上
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「生きづらさ」について見てみました

感じる／わからない

抑うつ

アンケートの内容
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「生きづらさ」の背景因子を見てみました

感じる／わからない

抑うつ

アンケートの内容
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生きづらさの背景（自分自身の特性、病気など）
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13
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生きづらさの背景（家庭要因、体験）

親との離別･死別

5.2%

家族がうつ病

2.4%

親が互いに加害

3.4%

親からの暴言

7.5%

親からの暴力

6.6%

愛されていない

2.1%

ステップファミリー1.4%

いじめ被害

9.2%

きょうだいの

問題3.2%

逆境的小児期体験（Adverse childhood experiences: ACEs）
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逆境的小児期体験（ACEs）の該当する項目数

アンケートの結果
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逆境的小児期体験（ACEs）の該当する項目数

アンケートの結果

うつ病リスク ４～５倍、自殺企図 12倍、
アルコール依存 7倍、薬物依存 10倍 Felitti VJ, et al. 1998.
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「生きづらさ」の事象（行動）を見てみました

感じる／わからない

抑うつ

アンケートの内容
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「生きづらさ」の事象（行動）

24万人 不登校経験 (4.3%)

8万人 過剰服薬（0.5%）

32万人 自傷行為 (5.6%)

12万人 自殺未遂 (2.1%)

全国に当てはめると

中学生 314万人、高校生 292万人
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ユニパスさんの実態

原因不明ユニパス

生きづらさのみ

認識なしユニパス 認識なしユニパス

原因・認識なしユニパス

36.9%原因も生きづらさも事象もない中高生

今回の調査項目に原因が入っていない
可能性、認識されていない可能性

22.2%

21.5%

9.8%

感じる／わからない

抑うつ

・原因、認識、事象のいずれかに該当する生徒は、約63%（約3人に2人が何らかのユニパス）
・現時点で事象がなくても、将来事象が出現する可能性は、50%以上の生徒。



ユニパスさんへの支援を考える
高橋亨輔
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ユニパスさんの何を支援するの？

ユニパスさんが自分の道をワクワク
しながら進める

「やってみたくなるかも」と興味をもつ

「できるかも」とチャレンジする

「自分でやりたいかも」と自分でする

「一緒にいたいかも」と思える仲間をつくる

目的
1

目的
2

ユニパスという概念と理解を社会に広め、
活躍する場を増やす

家族の理解が進み、
家庭が安心して過ごせる居場所になる

学校を含む社会の理解が進み、
差別が減少する

ユニパスさんも活躍できる場や
仕事の在り方が増える

ユニパスさんを受け入れる人や場が増えて、
孤立が予防される

✓ ユニパスさんとその周囲の環境に向けた目的を設定し、
それぞれの目的達成の指標として4つの目標を設定しました。
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ユニパスさんの何を支援するの？

ユニパスさん

ユニパスさんが自分の道をワクワク
しながら進める

目的
1

「やってみたくなるかも」と興味をもつ

「できるかも」とチャレンジする

「自分でやりたいかも」と自分でする

「一緒にいたいかも」と思える仲間をつくる

こころの健康増進

選択肢の増加
コミュニケーション

能力の向上

生活能力の向上

✓ ユニパスさんが自分の道を前向きに歩んでいくプ
ロセスを支えるため、行動として見える目標を設
定しています。

✓ 4つの目標に対応して、ユニパスさんのチャレン
ジの成果を可視化・スコア化し、自分が今どの位
置にいるのかを把握できるようにします。
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実現に向けた支援のコンセプト

ユニパスさん

ＵＰＢ
Uni-Path
Buddy

ＵＰＡ
Uni-Path
Application

ＵＰＣ
Uni-Path
Consortium

アプリケーション バディ コンソーシアム

ITによる支援の方向 人による支援の方向
ITと人の複合である
AIによる支援の方向

✓ “Ａ”、“Ｂ”、“Ｃ”、３つの方法で支援を実施します。
✓ “Ａ”はアプリケーション ITを活用してスマートフォンのアプリケーションを構築し、情報や人との繋がりを支援します。
✓ “Ｂ”はバディ AIを活用して自分だけのバディを創ることにより、安心からスタートするコミュニケーションを支援します。
✓ “Ｃ”はコンソーシアム ITやAIだけでは実現し得ない人や組織との繋がりを支援します。
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実現に向けた支援の全体像

繋がる 知る やってみる

ユニパスさん

貯める

使う/貯める

BANK01 BANK02 BANK03

人との繋がり 情報 体験

ＵＰＡ
Uni-Path
Application

心身の情報
医療相談
治療の機会

親の支援
ペアトレ
親の居場所

前向きな
関わり

先輩の生き方を知る
後輩を救って過去の
自分が救われる

職場体験
仕事オファー
経済的支援

学びの機会
体験活動

人との出会い

法的支援
福祉的支援

学びの機会
進路情報
奨学金情報

親医療 支援者 先輩ユニパス 学校行政民間企業 居場所

ＵＰＣ
Uni-Path
Consortium

ＵＰＢ
Uni-Path
Buddy 自分だけの

パートナー

連携

バディを通した情報やコミュニケーションのやり取り

✓ UPAの内容はUPBを通して授受することも可能。
ユニパスさんの状況やニーズに合わせてAIが選択。

連携

✓ インターネット
とも連携
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支援のイメージ：ユニパスバンクをつくる

繋がる 知る やってみる

ユニパスさん

貯める

使う/貯める

BANK01 BANK02 BANK03

人との繋がり 情報 体験

ＵＰＡ
Uni-Path
Application

心身の情報
医療相談
治療の機会

親の支援
ペアトレ
親の居場所

前向きな
関わり

先輩の生き方を知る
後輩を救って過去の
自分が救われる

職場体験
仕事オファー
経済的支援

学びの機会
体験活動

人との出会い

法的支援
福祉的支援

学びの機会
進路情報
奨学金情報

親医療 支援者 先輩ユニパス 学校行政民間企業 居場所

ＵＰＣ
Uni-Path
Consortium

ＵＰＢ
Uni-Path
Buddy 自分だけの

パートナー

連携

バディを通した情報やコミュニケーションのやり取り

✓ UPAの内容はUPBを通して授受することも可能。
ユニパスさんの状況やニーズに合わせてAIが選択。

連携

✓ インターネット
とも連携

ユニパスさんを支援するための情報は、世の中にすでに
多く存在していると思います。
私たちのプロジェクトでは、そうしたユニパスさんを支
える情報を「バンク」として蓄積していく取り組みを始
めます。

本日のコンベンションの参加フォームに記載いただいた
内容を整理し、「バンク」に蓄積していきたいと考えて
います。
また、本日の第2部では、関連団体同士をつなぐ取り組
みをスタートしたいと思っています。
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支援のイメージ：ユニパスさんに体験を紹介する

ユニパスさん

チャレンジに応じた
ポイントの反映

支援者

行政

民間企業

居場所

先輩ユニパス

BANK01 BANK02 BANK03

人との繋がり 情報 体験

ＵＰＡ
Uni-Path
Application

医療

ユニパスアプリはユニパスさんと家族、支援者
や関連団体をつなぎ、人や体験と出会うきっか
けをつくります。

たとえば、先輩ユニパスさんとつながり、実際
の体験談を聞くことができます。身近な立場の
人の話を通じて、「自分にもできるかも」とい
う気持ちが芽生えます。

親同士がつながることもできます。保護者同士
だからこそ話しやすく、「そのイベントよかっ
たよ」「うちはこんな工夫をしているよ」と
いった実感のこもった情報交換が生まれます。

アプリを通して知った活動に一歩踏み出し、体
験してみる。その経験をアプリに登録すると、
チャレンジの積み重ねがスコアとして見える形
になります。

✓ 先輩ユニパスの体験談
✓ 保護者向けの交流・イベント情報
✓ 関連団体や支援機関の情報
✓ 地域性のある支援・活動情報
✓ 学習支援や塾の情報
✓ 短期宿泊体験等の情報
✓ 職場体験や就労体験の情報
・・・

関連団体・企業の
イベントや体験の登録
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支援のイメージ：ユニパスさんのチャレンジを促すパートナーを開発する

ユニパスさん

ＵＰＢ
Uni-Path
Buddy 自分だけの

パートナー

ＵＰＡ
Uni-Path
Application

将来どうしよう？

それはつらいよね。でも安心して。
勉強がわからない＝能力がない、ではあ
りません。
多くの場合「つまずいた所が分からない
まま進んだ」だけです。
どの教科・どの辺が一番わからないか、
少しだけ教えてもらっていい？

ユニパスさんの現状

生成系AIの
カスタマイズ

ユニパスバンクの情報

大丈夫、今不登校でも将来はたくさん
あります。
通信制高校や高卒認定など、学校以外
の道もちゃんとあります。
今は無理に決めなくていい時期です。
よければ、今いちばん困っていること
は何か教えてくれますか？

勉強がわからない

英語

ありがとう、教えてくれて。
英語が分からなくなるのは本当に多いし、
やり直しは全然遅くありません。
英語は「中1レベル」から順に戻せば必ず
理解できます。
まずは be動詞と一般動詞の違い から一
緒にやってみようか？

たとえば・・・
不登校の高校2年生

ユニパスバディは、ユニパスさんを理解しながら対話を重ねる
伴走パートナーです。

ユニパスさんのプロフィールや体験、好みの蓄積をもとに、一
人ひとりに合わせた声かけを行います。

たとえば、人とのコミュニケーションに不安を感じたときには
「こんなとき、なんて言えばいい？」「この言い方で相手を傷
つけないかな？」といったやり取りを練習することができます。

ユニパスバディとの対話と現実での体験を行き来しながら、ユ
ニパスさんが前に進んでいく伴走の仕組みを目指しています。
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中高生のこころに関するアンケ―トの結果

Q12. あなたが、あれば使ってみたいと思う支援やサービスをすべて選んでください。
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選択肢 件数

自分が困っていることを解決したり、助けになる情報が
得られるサービス

827

自分が興味を持っているイベントの提案をしてくれる
サービス

631

自分が興味を持っていることを体験できるサービス 491

匿名やアバターなどを用いて相談／交流できるサービス 342

電話で相談／交流できるサービス 93

オンラインで相談／交流できるサービス 137

対面で相談／交流できるサービス 91

同じ体験をしている人と知り合い、相談／交流できる
サービス

310

年の近い大人（大学生など）と知り合い、相談／交流で
きるサービス

215

AIがあなた専用の相棒となり、悩み相談やおしゃべりを
してくれるサービス

525

その他 54

n=1727（複数回答可）

✓ 情報提供に対するニーズが多い
✓ AIと相談するサービスのニーズもある
✓ 「オンラインで交流」や「まわりの大人知り
合いと相談」よりも「AIに相談」が多い

✓ 「その他」は「特になし」の意見が多い
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繋がり 施策 企業

イベント中のポストイットのご意見

参加後のアンケートのご意見

46

52

登壇者
私たちの
考えや調査

■2/14のユニパスコンベンションでいただいたご意見



1

✓ 合流ができる機会をいただき、ありがとうございました。とても大切なつながりだと思いますし、これからも仲間が増える
ことを楽しみにしています！

✓ 横のつながりはなかなかないので、ありがたいです！
✓ 多くの人が集まり、すばらしいと思いました。みんなで協力することにより大きな力になるかと思います。
✓ たくさんの団体が集まると未来は明るいと感じました。
✓ たくさんの方とつながる機会をくださってありがとうございました
✓ 活動団体ではなく、後方から支援する団体として、どこに資金的支援があれば良いかを深く考える機会になりました。
✓ 選択肢を広げたくて見にきました。地元の人にも伝えたいと思います。
✓ 同じようにユニパス支援に取り組んでいる団体の方と繋がる機会にもなりました。
✓ 沢山の繋がりのもとで、子どもたちの未来を素敵なものとしたい。
✓ 子どもだけをみるのではなく、社会全体で考えていく大切さを学びました。
✓ 香川県での一丸となっての取り組み、本当に素晴らしいです。
✓ ユニパスさんを支える支援団体がたくさんあることがわかりました。これから必要だと思ったのは、どこのメニューを使う
か、どういう風に支援をすればいいかを整理し、その支援団体の特徴をつかんでいくことだと思いました。

✓ ユニパスさん同士を繋いで、今、塞ぎ込んでる方に、未来を描けるようにするのは、とても良いなぁと感じました。
✓ 支援者同士で交流でき、他の支援者さんの活動内容を知ることができてよかったです。
✓ 一人で抱えず、みんなで支え合う。そんな姿勢が回り回って当事者に伝わっていく！！

繋がり
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✓ ユニパスバンクアプリ楽しみです！親の会の参加者さんに少しでも情報を繋げられたらと思って参加しました。
✓ すごくいい機会だったです。アプリの作成とかなどとても楽しみにしています。
✓ アプリの開発・普及を心まちにしています。
✓ ユニパス支援のアプリは、自分が「生きづらい」のか、またなぜ「生きづらいか」など、ユニパスさんの中でも自分が気づ
いていない人にも支援が届きやすく、課題解決しやすいと感じた。

✓ ユニパスさんを社会へと復帰させるための支援の手段は、情報社会の中で進化しているのだと思った。ＡＩを活用した相
談をするアプリなど気楽に話すことができる対象があることで、動き出すための情報自身が得られるのは素晴らしい。

✓ 見えない生きづらさに気づいてもらえないこと、気づかないことに対する難しさの解決の糸口にアプリを利用できる。
✓ ユニパス支援のアプリは、自分が「生きづらい」のか、またなぜ「生きづらいか」など、ユニパスさんの中でも自分が気づ
いていない人にも支援が届きやすく、課題解決しやすいと感じた。

✓ 誰もが安心して相談できる環境づくりや、支援につながる情報発信の重要性をあらためて実感しました。
✓ ただ居場所づくりをすればいいと言うのではなく、中身が重要だと言うことです。
✓ ユニパスさんの香川県アンケート結果で、「情報がほしい」という希望が一番多いことにびっくりした！
✓ ユニパスさんが認識を変えるために、ゆっくり休むことができる（安心して）」「休ませてあげたい」という休む期間の必
要性を社会全体で学習・理解していけるよう。

✓ 同じ原因で同じ悩みを抱える人でも感じ方や気持ちは異なるので、一人一人に対応した支援や相談が必要だと思った。

施策
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ス
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✓ 企業とつながることはとってもとっても難しい。
ユニパスなどの社会課題に興味を持ってくれそうな企業はなかなか見つからない。ビジネスの枠組みではない概念で
いくからダメなのか？

✓ 私たちはお金に検質できない活動に共感してくれる企業を出会いたいがとても難しい。
✓ 「企業とのつながり」盲点だったけど本当に大事。
✓ 企業を含めた多様な連携、合流ができる機会をいただき、ありがとうございました。
✓ 企業も巻き込みながらAIを活用して支援の仕組みを広げていく取り組みは、社会全体で生きづらさに向き合うための大
きな一歩になると感じています。

✓ 企業とのつながりを強調されて取り組まれているところです。企業を巻き込んだ支援をすると言う事は、これからの方向
性として重要だと感じました。

✓ しょうがいや特性に理解がある企業が増えることがのぞましい。
✓ 本来なら行政がやるべきことを、たくさんの民間の方が担ってくださっている。

企業
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✓ 古市さん、万央さん、高橋さんのお話に、とても考えさせられました。
✓ 体験談の方にじかに会ったことが大変印象に残っています。
✓ 自身のことをたくさんの人の前で話すことは、とても勇気がいるし緊張されることだと思います。
✓ 誰もが何かのユニパスであることを共有できた気がします。
✓ ユニパスさんの説明を聞いて、私もこどものころ、生きづらさを持っていたことを思い出しました。
✓ 万央さんのお話の仕方、とっても分かりやすかったです。順序だててお話しされているので、伝わりやすい！
✓ パネリストの万央さんがとてもよい笑顔のあるきれいな女性に成長されて、とても嬉しく思いました。
✓ 自分のことをしっかり説明されて、他のユニパスのために何かしようとする意思は「すごいなぁ」と思いました。
✓ 万央さん、見えない原因を分かってもらうには、コミュニケーションを取る勇気が必要ですね。その一歩を自分から作って
いきたいと思いました。

✓ まおさん、あなたはとても魅力的、自信をもって。声をかけたいです。
✓ 髙橋さんの「生きづらい」と思ったことはなかった。でも、起きられない時、視野が狭いとき時があったという言葉に、“生
きづらい“と自覚なく生きづらくなっている子も多いんだろうと思いました。

✓ 古市さんの「しゃべることが嫌いなわけではなかった」ということを聞いて、☆好きなことにできることではないんだなと、
自分の思い込みに気づきました。

登壇者
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✓ ユニパスさんとは、事象だけをみるのではなく原因、認識も含めて背景にも目を向けていくことが大切だとわかりました。
✓ 事象として現れなくても、原因・認識のしんどさをいったりきたりする若者の苦しさを日々感じながら支援しています。
✓ “生きづらい“と自覚なく生きづらくなっている子も多いんだろうと思いました。
✓ ユニパスさんと言う言葉の定義がとても素晴らしいと思います。生きづらさを持った方々を全て包括した言葉だと思う。
✓ 自分の生きづらさをまだ認識していない子どもに対してもセーフネット的役割になると感じ、大きな意義がある活動だと
思いました。

✓ 貴重な調査結果。支援モデル、今後の展望をお教えいただき。勉強になりました。二回目が楽しみです。
✓ ご報告のあったアンケート調査の結果は、行政や報道機関などを通じて多くの方に知っていただきたい、価値ある内容
だと思います。

✓ 生きづらいと感じる人が３割を占めているのには驚いた。
✓ 子どものアンケートにはショックを受けました。

✓ 特に大学、就職について、子どもも自分も末永く相談していけたらと思います。
✓ 右目で子ども、左目で社会の変化を捉える思考が必要と言葉を聞き、ユニパスさんに向き合うだけでなく、社会にも目
を向けなければならないと感じました。

✓ やはり、まずは知ってもらう事だなと思いました。
✓ しょうがい者雇用をひろげてほしい。

私たちの考えや調査について

ユ
ニ
パ
ス
モ
デ
ル
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今回のアンケート結果やポストイットのご意見を拝見すると、みなさまからのご期待は
「繋がりを増やし、ユニパスさんにできることを増やしたい」
「ユニパスアプリが課題解決の一つになる」
「共感し、一緒に活動してくれる企業に出会いたい」
「当事者の声をもっと社会に届けたい」

という４点に集約されると思います。

そして、そう思っていただいた理由は、私たちの考えや調査結果に一定程度賛同してくださったから
ではないかと思いました。

一方で、私たちだけで活動を継続し、成果を出すことは困難です。
これからもユニパストークやユニパスコンソーシアム、ユニパスアプリへの要望のご意見などを通じて、
一緒に活動して下さることを願っています。共にユニパスさんと未来をつないでいきましょう！

生きづらさを抱える子どもたちが孤立せず、
安心して自らの道を歩んでいける世の中を創る

ユニパスさんと未来をつなぐプロジェクト
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